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1. はじめに 

1968 年から 1969 年ごろ，イギリスで報告された海洋構造物の潮流

によるインライン(流れ方向)振動，1995 年 12 月に起こった高速増殖

炉「もんじゅ」の二次冷却系配管室におけるナトリウム漏洩事故など，

構造物がインライン振動を起こすことが確認されている．しかし，流

力振動に関する研究は，主に静特性や流れに直角方向振動に注目した

ものはあるが，インライン振動に関するものはあまり行われていない

ため，より知見を重ねる必要がある．角柱単独時のインライン振動に

関する既往の研究として，断面比やスクルートン数を変化させた実験

1)や，アスペクト比 2.44 から 4.44 の風洞実験 2)(図－1)については行わ

れているが，アスペクト比が複数構造物のインライン振動の応答特性

3)，4)に与える影響は明らかになっていない．また，複数構造物の場合，

剥離流の干渉等によって単独時に比べ流れ特性が複雑になることや，

複数構造物の位置関係によって，応答特性が大きく異なることが予測

される． 

よって本研究は，複数構造物として最も基本的であるタンデム角柱

において，アスペクト比及び角柱間隔がインライン振動の応答特性に

及ぼす影響について明らかにすることを目的とした． 

2. 実験概要 

 本研究では正方形角柱をタンデム配置させた水平 1 自由度ばね支持実験を行う．模型諸元・実験条件及び風洞内

模型設置状況を，それぞれ表－1 及び図－2 に示す．模型は幅 D=0.18(m)，高さ B=0.18(m)，模型長 L=0.80(m)の正

方形角柱である．風洞測定部における閉塞率(＝模型代表長(mm)/風洞断面高さ(mm)×100(%))は 10%とする．使用し

た風洞は，九州工業大学の回流式空力弾性試験用風洞(測定部断面:高さ 1.78m×幅 0.91m)である．付加部材により

模型長 L を変化させ，アスペクト比 L/D=2.44，3.11，3.78，4.44 の 4 種類を用いる．また直列に配置した 2 角柱の

間隔 S を変化させ，無次元間隔 S/D=1.0，2.0，3.0（図－3）で実験を行う． 

図－2 風洞内設置状況 
(a)L/D=2.44 (b)L/D=3.11 (c)L/D=3.78 (d)L/D=4.44 

図－1 角柱単独時応答図(L/D変化)2) 

 

図－3 無次元角柱間隔 

幅・高さ 模型長 アスペクト比 固有振動数 無風時対数減衰率 スクルートン数
D・B(mm) L(mm) L/D f(Hz) δ Sc

180 440-800 2.44-4.44 4.6-4.2 0.003-0.002 1.30-1.50

表－1 模型諸元・実験条件 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5

L/D=2.44
L/D=3.11
L/D=3.78
L/D=4.44

N
o
n
d
im

.A
m

p
li

tu
d
e(

A
/D

)

Reduced Wind Speed(Vr=V/fD)

I-005 土木学会西部支部研究発表会 (2018.3)

-9-



3. 実験結果及び考察 

3.1 アスペクト比がイ

ンライン振動特性に及

ぼす影響の検討 

 図－4は S/D=2.0の場

合の実験結果である．角

柱単独時と同様に，アス

ペクト比が増加するに

伴って最大振幅も増加

する傾向にある．よって

タンデム角柱において

もアスペクト比の影響

があることがわかる．こ

れはアスペクト比が増

加することによって，模

型全体の作用空気力に

対する，端板の影響によ

り模型両端部付近に作

用する乱れた空気力の

割合が減少するためと

考えられる． 

3.2 角柱間隔がインラ

イン振動特性に及ぼす

影響の検討 

  L/D=3.78 の場合の応答結果を図－5 に示す．角柱間隔が減少するに伴って，上流，下流共に応答も減少してい

ることが確認できる．これは，S/D=2.0 では測定時応答に大きく変動がみられたことから，角柱間隔が小さいこと

で角柱間の流れ場が複雑となっていると推察できる． 

4. まとめ 

 本研究で得られた結果をまとめると以下のとおりである． 

(1) タンデム角柱では角柱単独時と同様に，アスペクト比の増加に伴い最大振幅の増加がみられた． 

(2) タンデム角柱では，角柱間隔の増加に伴い，最大振幅の増加がみられた． 

 また，角柱間隔 S/D＝1.0 やアスペクト比 L/D=4.44 のケースの実験結果については，当日発表する． 
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図－5 応答図(L/D=3.78，S/D変化) 

 

図－4 応答図(S/D=2.0，L/D変化)  
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